
学科試験　レポート；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標

１．地域・在宅看護過程を展開していく際のポイントを理解し、その展開方法に
　　ついて理解する。
２．事例を通して地域・在宅で療養してる対象の看護を理解し、地域・在宅看護
　　に必要な知識・技術を統合する。

講義形態 ①講義・演習

講義内容

１．地域・在宅看護における看護過程
２．地域・在宅看護過程の展開方法
３．慢性閉塞性肺疾患（COPD）の療養者の事例展開

【テキスト／参考文献】

医学書院　系統看護学講座　専門分野　地域・在宅看護論[2]地域・在宅看護の実践

【評価】

専任教員

分野 専門分野 科目名 地域・在宅看護過程の展開

時間 15時間 開講時期 2年次（後期）


